
AからBまでの無数の経路
を全て同時に通る 

経路積分から量子力学へ 



運動方程式   質量×加速度－力＝０  →𝑁 𝑥 𝑡 = 0 
         →無数の𝑥 𝑡 の中から、 𝑁 𝑥 𝑡 = 0となるもの見つける 

位置𝑥が時間𝑡の関数であると𝑥 𝑡  
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作用汎関数　𝑆 𝑥 𝑡  
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経路ごとに𝑆 𝑥 𝑡
が存在する 



𝑥0から𝑥1に移動する経路は無数 
その内の一つが決まると𝑆 𝑥 𝑡 が計算可能 
 
粒子に付随する複素数が半径１の円周上を移動する距離距離は 
𝑆 𝑥 𝑡 とプランク定数の比で与えられる(ファインマンの仮説） 

経路短   𝑆 𝑥0 𝑡  = 1.0 ∙
ℎ

2𝜋
   

経路中   𝑆 𝑥1 𝑡  = 1.5 ∙
ℎ

2𝜋
   

経路長   𝑆 𝑥2 𝑡  = 5.0 ∙
ℎ

2𝜋
   



増幅 

打ち消し合う 

一般的な 
領域 

最小値
周辺 

𝑆 𝑥 𝑡  

一般的な 
領域の 
分布 

最小値
周辺の 
分布 

𝑥 𝑡  


